













































2 英語の強勢  
























と第二強勢の区別を失っているという。例えば、渡辺(1994)によると‘The detection order was 
lifted after the investigation had shown that she didn’t…’という文における-ves-と-ga-は聴覚的
には同じ強さであると述べている。  
またストレスシフトは知覚の問題であり、実際に第一強勢と第二強勢の音響的な差は
「持続時間」を除いて大差ない、という研究もある (Grabe & Warren, 1995)。また





の F0 値に焦点を当て分析を行うこととする。  
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3.1 発話者  
 発話者は計 4 名の英語母語話者で、男女の内訳は男性 3 人、女性 1 人である。今回の分
析で「話者 1」とした女性はカナダのアルバータ州出身であり、録音当時 20 代後半であっ
た。またその際の日本滞在歴は 3 年に渡り、当時は大阪大学文化研究科に所属していた。
母国では日本語教師として大学で教鞭をとっていた。「話者 2」の男性は米国出身で、録音
当時は 20 代後半で、大阪大学言語文化研究の所属であった。また録音当時は日本滞在計 5
年になるところであった。「話者 3」の男性は録音当時 20 代前半で、日本滞在歴は 1 ヶ月
であり交換留学生として関西大学に所属していた。「話者 4」の男性は録音当時 10 代後半




3.2 発話文  







 なおテスト語は、talked about 以下に挿入される形と、said 以下に直接目的語として
挿入される場合の 2 種類を用意した。テスト語が形容詞である場合は talked の挿入文
に、動詞・副詞である場合は said の挿入文に入れている。  
 
表1 テスト語の種類と、第一・第二強勢の音節の位置関係  
 二重強勢語(第一・二強勢を持つ) 単一強勢語  
隣接  一つ空き 第一強勢のみ  
[1] ˌChiˈnese ˌJapaˈnese  
[2] ˌthirˈteen ˌsevenˈteen  
[3] ˌsarˈdine ˌabaˈlone  
[4]  ˌecoˈnomic aˈtomic 
[5]  ˌobsoˈlete comˈplete 
[6] ˌmisˈread underˈstand  




表2 発話文の分類  
分類  先行読み上げ文  読み上げ文  
Chinese bassist 
focus-1 (A: Which country’s bassist did he talk about?) B: He talked about a Chinese bassist, I think. 
focus-2 (A: Did he talk about an American bassist?) B: No, he talked about a Chinese bassist, I think. 
 misread metaphor 
focus-1 (A: What did he say?)   B: He said “misread” I think. 
focus-2 (A: Did he say “comprehend metaphor”?) B: No, he said “misread metaphor” I think.  
 
表 1 のテスト語について、フォーカスによる語強勢の変化を見たかったために 2 種
の発話文を用意した(表 2)。なお表 1 の[1]~[5]のテスト語は表 2 の Chinese bassist の例、
また[6, 7]は misread metaphor の例に準じる。つまり[1]~[5]のテスト語に関しては talked






されている。本論文では、A: ‘Which country’s bassist did he talk about?’という疑問詞疑







うのも「focus-2」では、A: ‘Did he talk about an American bassist?’という先行の疑問文
に対して、「American ではなく Chinese の bassist です」という意味で B: ‘No, he talked 








3.3 手順・分析方法  
 録音はすべて、大阪大学言語文化研究科内にある無響室で行った。用いた機材は
Tascam DR-680 で、マイクは AKG C3000 を使用した。Sampling rate は 44.1kHz (16bit)
に設定した。録音した音声の分割や分析には Praat1を用いた。分析は主にテスト語のピ
ッチを測定することによって行った。測定法は Praat 上に描き出されたピッチ曲線につ
いて、第一・第二強勢のある各音節を目分量で 4 分割し、4 分の 2 地点と、4 分の 3 地
点のピッチをそれぞれ抽出する形式で行った。つまりテスト語 1 個につき、第一強勢
と第二強勢のある音節で計 4 地点のピッチが抽出されたことになる。またピッチに関
しては、100Hz をベースとする st(半音値)に変換した値を用いた。  
 
4 分析  

















形で発音されるのが普通である。よって本来ならば、話者 1 や 4 のように、第一強勢のピ
ッチが第二強勢のそれを上回る▲か×グループで発音されるのが普通である。しかしその
傾向は話者 1 や 4 にしか観察されず、話者 2 に至っては、第二強勢のピッチが第一強勢の
それを 2 半音以上も上回る●グループの発音が多く見られた。また話者 3 に関しては、2 半
音以上ピッチに差がある●と×グループが、economic や misread、understand 以外ではほとん
ど観察されなかった。つまりこれはほぼ平板に焦点のある語を発音したということになる。 
                                                        
1 www.praat.org 
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表3 focus-1とfocus-2におけるテスト語のピッチの平均的値の差  
話者  話者 1 話者 2 話者 3 話者 4 合計  
タイプ  ● ■ ▲ × ● ■ ▲ × ● ■ ▲ × ● ■ ▲ × ● ■ ▲ × 
Chinese bassist (f-1) 0 0 2 4 5 1 0 0 0 5 1 0 2 0 1 3 7 6 4 7 
Chinese bassist (f-2) 1 0 0 5 6 0 0 0 2 3 1 0 2 0 0 4 11 3 1 9 
Japanese bassist (f-1) 0 0 4 2 2 2 2 0 1 5 0 0 4 0 0 2 7 7 6 4 
Japanese bassist (f-2) 2 0 2 2 3 1 2 0 0 6 0 0 4 0 0 2 9 7 4 4 
thirteen colleges (f-1) 1 1 1 3 2 4 0 0 1 3 2 0 1 1 1 3 5 9 4 6 
thirteen colleges (f-2) 0 0 1 5 3 1 2 0 1 3 2 0 2 0 0 4 6 4 5 9 
seventeen colleges (f-1) 0 0 2 4 0 3 3 0 1 3 2 0 1 2 0 3 2 8 7 7 
seventeen colleges (f-2) 0 0 0 6 2 3 1 0 0 4 1 1 1 0 2 3 3 7 4 10 
sardine sandwich (f-1) 0 0 4 2 3 3 0 0 0 3 3 0 0 0 2 4 3 6 9 6 
sardine sandwich (f-2) 0 0 0 6 5 0 1 0 0 3 1 2 0 0 1 5 5 3 3 13 
abalone sandwich (f-1) 4 1 1 0 4 2 0 0 0 6 0 0 0 1 2 3 8 10 3 3 
abalone sandwich (f-2) 0 1 2 3 5 1 0 0 0 5 1 0 0 0 1 5 5 7 4 8 
economic function (f-1) 1 1 4 0 2 3 1 0 0 6 0 0 0 1 2 3 3 11 7 3 
economic function (f-2) 3 0 2 1 4 0 0 2 5 1 0 0 0 0 2 4 12 1 4 7 
atomic function (f-1) 0 0 2 4 0 0 0 6 0 0 3 3 0 0 0 6 0 0 5 19 
atomic function (f-2) 0 0 1 5 0 0 0 6 0 0 3 3 0 0 0 6 0 0 3 21 
obsolete software (f-1) 0 0 4 2 2 1 3 0 0 3 3 0 0 2 0 4 2 6 10 6 
obsolete software (f-2) 0 0 1 5 3 0 2 1 0 5 1 0 0 0 0 6 3 5 4 12 
complete software (f-1) 0 0 2 4 0 1 4 1 0 0 1 5 0 0 1 5 0 1 8 15 
complete software (f-2) 0 0 0 6 0 0 5 1 0 3 2 1 0 0 0 6 0 3 13 8 
misread (f-1) 1 3 2 0 6 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 6 10 6 2 6 
misread metaphor (f-2) 1 0 0 5 5 0 0 1 3 3 0 0 0 0 0 6 9 3 0 12 
understand (f-1) 0 4 2 0 6 0 0 0 3 2 1 0 0 0 0 6 9 6 3 6 
understand metaphor (f-2) 1 0 0 5 1 0 1 4 5 1 0 0 0 0 1 5 7 1 2 14 
already (focus-1) 0 1 5 0 0 3 3 0 0 1 5 0 0 0 1 5 0 5 14 5 
already finished (focus-2) 0 0 0 6 1 2 2 1 0 1 5 0 0 0 3 3 1 3 10 10 
























4.2 ピッチの変化パターンの分析  
ここでは、ピッチを抽出した 4 地点をプロットし繋げたグラフを参照することとする。
なお今回の実験では、話者 1 と 4 の発話傾向が、最も通常予想される形であったが、ここ
では話者 1 の Chinese bassist の例におけるピッチの変化パターンを示す。  
 
 [話者 1 の focus-1・focus-2 の Chinese bassist におけるピッチの変化パターン] 









者 4 については、Japanese の場合には●グループのほうが多かったが、それ以外は×グルー
プの発話が多く、またピッチの上昇量についても focus-2 のほうが大きい傾向にあった。  
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